
130号

6月
定例会

中学生が議会傍聴にきました P11 P12

議長・副議長をはじめ、議会構成を決定 P2

P4田舎暮らしお試しハウス整備

消防操法大会に女性団員が初めて参加しました

特集
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構

成

議

会

報

告

表
決
結
果
・
事
務
調
査

一

般

質

問

一
般
質
問
・
特
集

議会
構成

議
長
・
副
議
長
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
議
会
構
成
を
決
定

明
る
く
元
気
な
原
村
に

　村
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
は
議
会
活
動
に
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
わ
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
、
５
月
の
臨
時
議
会
に
お
い
て
、
議
員
各

位
の
ご
推
挙
に
よ
り
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

改
め
て
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　八
ヶ
岳
を
望
め
る
原
村
は
、
移
住
さ
れ
る
方
も
多

く
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
緑
と
美
し
い
田
園
風
景
が

あ
り
自
然
環
境
が
豊
か
で
人
を
ひ
き
つ
け
る
魅
力
が

あ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　高
原
野
菜
の
産
地
と
し
て
発
展
し
、
少
子
高
齢
・

人
口
減
少
社
会
や
社
会
資
本
の
老
朽
化
の
問
題
な
ど

に
政
策
展
開
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　議
会
は
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
と
し
て
、
村
民
の

多
様
な
意
見
が
村
政
に
十
分
反
映
で
き
る
よ
う
、
開

か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
、
地
方
創
生
の
新
時
代
に

向
け
一
層
の
研
鑚
を
重
ね
て
、
原
村
の
発
展
、
住
民

が
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
安
心
し
て
明
る
く
元
気
で
暮

ら
せ
る
村
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

議長　小林庄三郎副議長　芳澤清人

議
長
就
任
の
ご
挨
拶

総
務
産
業
常
任
委
員
会

所
管
課･･･ 

総
務
・
住
民
財
務
・
農
林
・
商
工
観
光
・
消
防

社
会
文
教
常
任
委
員
会

所
管
課･･･ 

保
健
福
祉
・
建
設
水
道
・
教
育

小
池

　和男

鮫
島

　和美

小
平

　雅彦

阿
部

　泰和

永
井

　和人

副
委
員
長

委
員
長

松
下

　浩史

矢
島

　昌彦

芳
澤

　清人

宮
坂

　早苗

内
田

　章子

副
委
員
長

委
員
長

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

　
　
　
　委員

　小平

　雅彦

　
　矢島

　昌彦

副
委
員
長

　
　
　
　宮坂

　早苗

　内田

　章子

　
　阿部

　泰和

議
会
広
報
・
広
聴
特
別
委
員
会

委
員
長

　
　
　
　委員

　松下

　浩史

　
　鮫島

　和美

副
委
員
長

　
　
　
　阿部

　泰和

　宮坂

　早苗

　
　芳澤

　清人

議
会
改
革
検
討
特
別
委
員
会

委
員
長

　
　
　
　委員

　阿部

　泰和

　
　矢島

　昌彦

副
委
員
長

　
　
　
　鮫島

　和美

　松下

　浩史

諏
訪
広
域
連
合
議
員

　小林

　庄三
郎

　
　矢島

　昌彦

南
諏
衛
生
施
設
組
合
議
員

　永井

　和人

　
　小池

　和男

　小平

　雅彦

諏
訪
中
央
病
院
組
合
議
員

　阿部

　泰和

諏
訪
南
行
政
事
務
組
合
議
員

　内田

　章子

　
　松下

　浩史

諏
訪
広
域
公
立
大
学
事
務
組
合
議
員

　小林

　庄三
郎

　
　芳澤

　清人

常任委員会

解説

議会運営委員会
　原村議会では総務産業・社会文教の 2つの常
任委員会を設置しています。議長を除く議員は
必ず、いずれかの常任委員会に所属します。　
　それぞれ所管する事務事業の調査・研究を行
い、議案及び請願等を審査します。

　両常任委員会委員長と、そのほかに 3人を選
出し構成されています。
　・議会の運営
　・議会の会議規則・条例等
　・議長の諮問　等
に関する事項を協議します。

議会のしくみと役割

特別委員会 広域連合・一部事務組合
　常任委員会とは別に設けられた委員会であり、
特定の事項について審査、調査します。
　現在、原村議会では、議会広報・広聴特別委
員会と議会改革検討特別委員会の２つの特別委
員会が設けられています。

　諏訪地域の市町村で、単独で処理することが
困難な事務について共同して処理するために設
けられた特別地方公共団体です。
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一
般
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・
特
集

議会
報告

第
１
回
臨
時
会
を
５
月
９
日
に
開
催
。
補
正
予
算
な
ど
村
長
提
出
議
案
６
件
を
審
議
。

第
２
回
定
例
会
を
６
月
２
日
か
ら
９
日
ま
で
開
催
。
補
正
予
算
な
ど
村
長
提
出
議
案
７
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
、
陳
情
４
件
を
審
議
。

こ
こ
で
は
、
議
会
が
注
目
す
る
主
な
も
の
に
つ
い
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。（
詳
し
く
は
議
会
Ｈ
Ｐ
議
事
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

29 年度一般会計補正予算の主な内容
4903 万 9000 円の増額

田舎暮らしお試しハウス
移住促進対策として、田舎暮らし
お試しハウス住宅改修を取りやめ、
新たに払沢上フラワー団地の①②
区画内に、移住体験・交流施設を
新築で２棟整備。
1397 万 3000 円の増額。

地域農政未来塾
未来の農政を担う職員育成のため、地域農政未来塾へ職員 1名が入塾。
1回 2日間の研修に年 7回参加。

もみの湯エコキュート設備

人
事
案
件

◎
原
村
監
査
委
員
の
選
任

　
矢
島
昌
彦（
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

◎
農
業
委
員
会
委
員
11
名
の
任
命

　
清
水
達
夫（
柳
沢
）

　
　
　
小
池
国
昭（
八
ッ
手
）

　
鎌
倉

　
剛（
払
沢
）

　
　
　
荒
木
章
幸（
柏
木
）

　
小
島
幸
夫（
室
内
）

　
　
　
小
林
高
光（
中
新
田
）

　
篠
原
錦
一（
中
新
田
）

　
　
田
中
美
穂
子（
南
原
）

　
清
水
眞
理
子（
柳
沢
）

　
　
武
田
廣
美（
上
里
）

　
清
水
紳
市（
柳
沢
）

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　
長
田
秀
夫（
払
沢
）

◎
原
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　
五
味
康
剛（
八
ッ
手
）

◎
原
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
小
林
英
夫（
室
内
）

（
敬
称
略
）

2012 年 8月 2日の契約に基づき
取得。取得金額 1344 万 6000 円。

委員会の意見
今後の契約についてはチェック体
制を整えることを要望する。

「テロ等組織犯罪準備罪」創設に反対する旨の意見書

慎重な審議を尽くして「テロ等組織犯罪準備罪」に関する
各種疑念が払拭されるまで採決を行わないことを求める意見書

●反対討論
・組織犯罪の問題に対し、議論の場を作ろうとしていない。
・警察監視社会が再来すると拡大解釈されている。組織的犯罪と明文
　化されており、立証のハードルも高い。一般には適用されない。
●賛成討論
・世論調査では、慎重な審議を求める人が 73％。疑念が払われた上
　で採決することが大事。
・東京オリンピックの開催にあたり、テロ対策が必要であるという説
　明には懐疑的。一般市民に影響が及ぶのではないかという疑念も払
　拭されない。

●反対討論
・国の法律に関する意見書は好ましくない。
・国際犯罪防止条約に加盟し、情報が取れることが大切。
・法案の中身についてしっかりと議論してほしい。
●賛成討論
・自由が奪われると不安視されている。

委員会では
賛成少数で

賛成少数で
本会議では

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情
●意見
・毎年同じ陳情が提出されるが経緯を聞いて判断したい。
・内容をみると国庫負担割合の拡充と思うが確認をしたい。

委員会では

国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増額を求める陳情
●意見
・ＯＥＣＤ諸国での教育予算水準の関連での説明がほしい。
・昨年度までの経過について説明が必要。
・委員会構成が変わった点を踏まえて説明を聴きたい。

委員会では

委員会では
賛否同数
委員長裁決で

賛成多数で

意見書を提出

賛否同数
議長裁決で

本会議では

「テロ等組織犯罪準備罪」の慎重な審議を求める意見書

●反対討論
・議論は既に終わった。通すべき法律だと思っている。
・野党は具体的にどこが反対か明確にしていない。テロ対策の方針も具体的
　に出していない。
●賛成討論
・議論以前の問題。衆参両院ともに、議員から出た質問について答えていな
い。　議論をしっかりすべき。
・法律家の多くは憲法違反と言っている。一般市民は対象にならないと言っ
　ているが、対象を決める権力者が自分の考えを国民に押し付ける危険性が
ある。危険性のあるものは分かりやすい説明が必要。
・あいまいな処罰対象を明確に説明する必要がある。冤罪を招く可能性もある。
　慎重な審議と分かりやすい説明が必要。

本会議では

上記２つの陳情が本会議で不採択となり、次の議案が内田議員より提出された。

陳情の審査 可決

不採択

不採択

採択

可決

不採択

継続
審査

継続
審査
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田舎暮らしお試しハウス
移住促進対策として、田舎暮らし
お試しハウス住宅改修を取りやめ、
新たに払沢上フラワー団地の①②
区画内に、移住体験・交流施設を
新築で２棟整備。
1397 万 3000 円の増額。

地域農政未来塾
未来の農政を担う職員育成のため、地域農政未来塾へ職員 1名が入塾。
1回 2日間の研修に年 7回参加。

もみの湯エコキュート設備

人
事
案
件

◎
原
村
監
査
委
員
の
選
任

　
矢
島
昌
彦（
ペ
ン
シ
ョ
ン
）

◎
農
業
委
員
会
委
員
11
名
の
任
命

　
清
水
達
夫（
柳
沢
）

　
　
　
小
池
国
昭（
八
ッ
手
）

　
鎌
倉

　
剛（
払
沢
）

　
　
　
荒
木
章
幸（
柏
木
）

　
小
島
幸
夫（
室
内
）

　
　
　
小
林
高
光（
中
新
田
）

　
篠
原
錦
一（
中
新
田
）

　
　
田
中
美
穂
子（
南
原
）

　
清
水
眞
理
子（
柳
沢
）

　
　
武
田
廣
美（
上
里
）

　
清
水
紳
市（
柳
沢
）

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選
任

　
長
田
秀
夫（
払
沢
）

◎
原
村
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命

　
五
味
康
剛（
八
ッ
手
）

◎
原
村
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
小
林
英
夫（
室
内
）

（
敬
称
略
）

2012 年 8月 2日の契約に基づき
取得。取得金額 1344 万 6000 円。

委員会の意見
今後の契約についてはチェック体
制を整えることを要望する。

「テロ等組織犯罪準備罪」創設に反対する旨の意見書

慎重な審議を尽くして「テロ等組織犯罪準備罪」に関する
各種疑念が払拭されるまで採決を行わないことを求める意見書

●反対討論
・組織犯罪の問題に対し、議論の場を作ろうとしていない。
・警察監視社会が再来すると拡大解釈されている。組織的犯罪と明文
　化されており、立証のハードルも高い。一般には適用されない。
●賛成討論
・世論調査では、慎重な審議を求める人が 73％。疑念が払われた上
　で採決することが大事。
・東京オリンピックの開催にあたり、テロ対策が必要であるという説
　明には懐疑的。一般市民に影響が及ぶのではないかという疑念も払
　拭されない。

●反対討論
・国の法律に関する意見書は好ましくない。
・国際犯罪防止条約に加盟し、情報が取れることが大切。
・法案の中身についてしっかりと議論してほしい。
●賛成討論
・自由が奪われると不安視されている。

委員会では
賛成少数で

賛成少数で
本会議では

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情
●意見
・毎年同じ陳情が提出されるが経緯を聞いて判断したい。
・内容をみると国庫負担割合の拡充と思うが確認をしたい。

委員会では

国の責任による 35 人学級推進と、教育予算の増額を求める陳情
●意見
・ＯＥＣＤ諸国での教育予算水準の関連での説明がほしい。
・昨年度までの経過について説明が必要。
・委員会構成が変わった点を踏まえて説明を聴きたい。

委員会では

委員会では
賛否同数
委員長裁決で

賛成多数で

意見書を提出

賛否同数
議長裁決で

本会議では

「テロ等組織犯罪準備罪」の慎重な審議を求める意見書

●反対討論
・議論は既に終わった。通すべき法律だと思っている。
・野党は具体的にどこが反対か明確にしていない。テロ対策の方針も具体的
　に出していない。
●賛成討論
・議論以前の問題。衆参両院ともに、議員から出た質問について答えていな
い。　議論をしっかりすべき。
・法律家の多くは憲法違反と言っている。一般市民は対象にならないと言っ
　ているが、対象を決める権力者が自分の考えを国民に押し付ける危険性が
ある。危険性のあるものは分かりやすい説明が必要。
・あいまいな処罰対象を明確に説明する必要がある。冤罪を招く可能性もある。
　慎重な審議と分かりやすい説明が必要。

本会議では

上記２つの陳情が本会議で不採択となり、次の議案が内田議員より提出された。

陳情の審査 可決

不採択

不採択

採択

可決

不採択

継続
審査

継続
審査
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表
決
結
果
・
事
務
調
査

議

会

報

告

議

会

構

成

一

般

質

問

一
般
質
問
・
特
集

以上、全会一致で可決しました。

以上、全会一致で可決しました。

第２回定例会（６月２日～９日 )　表決結果

第１回臨時会（５月９日 )　表決結果

○は賛成、×は反対、▽は退席、－は欠席、議長は可否同数時のみ裁決する

本会議で採択された請願・陳情は、委員会又は議員提出議案として、可決した場合、
原村議会議長名で国会又は関係行政庁宛に意見書を提出します

事
務
調
査

総
務
産
業
常
任
委
員
会

●
八
ヶ
岳
自
然
文
化
園

・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
改

　善
内
容
。

・
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
パ
ー
ク
新
設

　工
事
確
認
。

●
払
沢
上
フ
ラ
ワ
ー
団
地

・
移
住
体
験
・
交
流
施
設
整
備

　地
確
認
。

社
会
文
教
常
任
委
員
会

●
御
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

・
コ
ー
ス
管
理
等
の
現
況
。

●
弓
振
農
村
広
場

・
管
理
棟
の
維
持
状
況
。

●
中
央
自
動
車
道
跨
道
橋

・
修
繕
工
事
後(

１
ケ
所)

　修
繕
工
事
前(

２
ケ
所)

の

　現
況
。

同意第3号 原村農業委員会委員の任命の同意
同意第4号 原村固定資産評価審査委員会委員の選任の同意
同意第5号 原村教育委員会教育長の任命の同意
同意第6号 原村教育委員会委員の任命の同意
議案第25号 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
議案第26号 29年度一般会計補正予算（第１号）
議案第27号 もみの湯エコキュート設備の取得

結
果

矢
島
昌
彦

鮫
島
和
美

永
井
和
人

宮
坂
早
苗

阿
部
泰
和

内
田
章
子

松
下
浩
史

小
池
和
男

小
平
雅
彦

芳
澤
清
人

陳情第3号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情書
《提出者：長野県教職員組合諏訪支部　代表者　村瀬　敏行》

委員会
継続審査

陳情第4号 国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める陳情書
《提出者：長野県教職員組合諏訪支部　代表者　村瀬　敏行》

委員会
継続審査

陳情第5号
陳情書１
「テロ等組織犯罪準備罪」創設に反対する旨の意見書を提出する陳情
《提出者：共謀罪NO!諏訪地方100人委員会共同代表　飯田　悦司ほか6人》

不採択 × ○ ○ ○ × ○ × × × ×

陳情第5号

陳情書２
慎重な審議を尽くして「テロ等組織犯罪準備罪」に関する各種疑念が払拭さ
れるまで採決を行わないことを求める意見書を提出する陳情
《提出者：共謀罪NO!諏訪地方100人委員会共同代表　飯田　悦司ほか6人》

議長裁決
不採択

× ○ ○ ○ × ○ ○ × × ×

発議第3号
「テロ等組織犯罪準備罪」の慎重な審議を求める意見書案の提出
《提出者：原村議会議員　内田　章子》 可決 × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○

賛否が分かれた議案等の結果

承認第2号 専決処分の承認（原村税条例の一部を改正する条例）
承認第3号 専決処分の承認（原村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
承認第4号 専決処分の承認（原村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例）
承認第5号 専決処分の承認（28年度一般会計補正予算〈第10号〉）
承認第6号 専決処分の承認（28年度後期高齢者医療特別会計補正予算〈第1号〉）
同意第2号 原村監査委員の選任の同意

（
質
問
）介
護
保
険
法
の
改

正
に
よ
り
、
要
支
援
１
・

２
の
訪
問
介
護
及
び
通
所

介
護
が
村
に
移
行
さ
れ
た

内
容
は
。

「
村
長
」村
で
は
訪
問
型
・

通
所
型
と
も
に
現
行
相
当

と
指
定
基
準
を
緩
和
し
た

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
Ａ
を

実
施
し
て
い
る
。

　現
行
の
通
所
型
サ
ー
ビ

ス
は
社
協
、
ア
イ
リ
ス
、

と
み
さ
と
で
実
施
、
サ
ー

ビ
ス
Ａ
は
社
協
が
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス「
ひ
ば
り
」と

し
て
毎
週
木
曜
に
実
施
し

て
い
る
。

（
質
問
）一
般
の
方
々
の
介

護
予
防
教
室
の
利
用
者
が

増
え
る
手
立
て
は
。

「
村
長
」参
加
者
を
増
や
す

た
め
に
介
護
予
防
教
室
の

内
容
の
見
直
し
と
広
報
の

仕
方
を
工
夫
し
準
備
を
進

め
て
い
く
。

（
質
問
）災
害
に
備
え
指
定

避
難
所
に
食
料
品
を
備
蓄

す
る
考
え
は
な
い
か
。

「
村
長
」食
料
品
の
備
蓄
は

役
場
に
ア
ル
フ
ァ
化
米
を

８
０
０
食
備
蓄
、
今
年
度

２
０
０
食
分
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

効
率
を
考
え
当
面
は
役
場

一
カ
所
で
集
中
管
理
を
す

る
。

（
質
問
）地
域
の
防
災
対
策

と
し
て
防
災
講
演
会
を
各

区
に
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

「
村
長
」昨
年
度
、
原
山
自

治
会
に
て
防
災
マ
ッ
プ
作

成
の
た
め
に
懇
談
会
を
実

施
。
柏
木
区
で
は
防
災
組

織
に
つ
い
て
、
八
ッ
手
区

で
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
定
例

会
に
て
出
前
講
座
を
実
施

し
て
い
る
。
村
の
防
災
計

画
で
も
水
害
、
雪
害
、
道

路
災
害
等
テ
ー
マ
も
多
岐

に
渡
っ
て
い
る
の
で
地
区

で
必
要
と
す
る
災
害
時
対

応
に
つ
い
て
出
前
講
座
に

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

 

　正
副
区
長
懇
談
会
等
、

要
望
が
あ
れ
ば
防
災
担
当

が
出
向
い
て
対
応
す
る
。

一
般
の
介
護
予
防
教
室
が

　
　
　
　
増
加
す
る
手
立
て
は

答

　内
容
の
見
直
し
と
広
報
の
工
夫
を

芳 澤 清 人

■ 芳澤清人 議員･･････････7
1. 介護サービスについて
2. 災害時の食料確保について

■ 阿部泰和 議員･･････････9
1. 農業の 6 次産業化について
2. 保育園の職員構成について

■ 永井和人 議員･･････････8
1. 農業後継者対策について
2. 配偶者の確保対策について

■ 松下浩史 議員･････････10
1. 不要食器リサイクル・交換会について
2. 子どもの居場所づくりについて
3. 移住お試しハウスについて
4. 人材バンクの整備について

■ 内田章子 議員･･････････8
1. 子育て支援について
2. 臥竜遺跡前の通学路について
3. 国保の都道府県化について

■ 宮坂早苗 議員･････････10
1. 村民活動支援事業の新設について
2. 村民活動拠点整備について
3. 住民の移動手段について
4. 英語検定助成事業の新設について

■ 鮫島和美 議員･･････････9
1. 樅の木荘について
2. 子ども医療費窓口無料化について
3. 平和について

■ 小池和男 議員･････････11
1. 御山マレットゴルフ場の運営について
2. ふれあいセンターもみの湯の利用料金について
3. 入場料金・利用料金を徴収する施設について

一般
質問

　一般質問とは、議員が村の行財政について、疑問点をただしたり、議員
や村民の意見などを述べることをいいます。
　議会だよりでは、目次には全質問項目を、各議員のページには主な質問
内容を掲載します。詳しい議事録は村のホームページに掲載します。
　今議会では、８人の議員が一般質問を行いました。

着工したストライダーパーク

活
き
が
い
サ
ロ
ン
「
ひ
ば
り
」
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一

般

質

問

表
決
結
果
・
事
務
調
査

議

会

報

告

議

会

構

成

一
般
質
問
・
特
集

以上、全会一致で可決しました。

以上、全会一致で可決しました。

第２回定例会（６月２日～９日 )　表決結果

第１回臨時会（５月９日 )　表決結果

○は賛成、×は反対、▽は退席、－は欠席、議長は可否同数時のみ裁決する

本会議で採択された請願・陳情は、委員会又は議員提出議案として、可決した場合、
原村議会議長名で国会又は関係行政庁宛に意見書を提出します

事
務
調
査

総
務
産
業
常
任
委
員
会

●
八
ヶ
岳
自
然
文
化
園

・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ
ュ
ー
改

　善
内
容
。

・
ス
ト
ラ
イ
ダ
ー
パ
ー
ク
新
設

　工
事
確
認
。

●
払
沢
上
フ
ラ
ワ
ー
団
地

・
移
住
体
験
・
交
流
施
設
整
備

　地
確
認
。

社
会
文
教
常
任
委
員
会

●
御
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

・
コ
ー
ス
管
理
等
の
現
況
。

●
弓
振
農
村
広
場

・
管
理
棟
の
維
持
状
況
。

●
中
央
自
動
車
道
跨
道
橋

・
修
繕
工
事
後(

１
ケ
所)

　修
繕
工
事
前(

２
ケ
所)

の

　現
況
。

同意第3号 原村農業委員会委員の任命の同意
同意第4号 原村固定資産評価審査委員会委員の選任の同意
同意第5号 原村教育委員会教育長の任命の同意
同意第6号 原村教育委員会委員の任命の同意
議案第25号 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
議案第26号 29年度一般会計補正予算（第１号）
議案第27号 もみの湯エコキュート設備の取得

結
果

矢
島
昌
彦

鮫
島
和
美

永
井
和
人

宮
坂
早
苗

阿
部
泰
和

内
田
章
子

松
下
浩
史

小
池
和
男

小
平
雅
彦

芳
澤
清
人

陳情第3号 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める陳情書
《提出者：長野県教職員組合諏訪支部　代表者　村瀬　敏行》

委員会
継続審査

陳情第4号 国の責任による35人学級推進と、教育予算の増額を求める陳情書
《提出者：長野県教職員組合諏訪支部　代表者　村瀬　敏行》

委員会
継続審査

陳情第5号
陳情書１
「テロ等組織犯罪準備罪」創設に反対する旨の意見書を提出する陳情
《提出者：共謀罪NO!諏訪地方100人委員会共同代表　飯田　悦司ほか6人》

不採択 × ○ ○ ○ × ○ × × × ×

陳情第5号

陳情書２
慎重な審議を尽くして「テロ等組織犯罪準備罪」に関する各種疑念が払拭さ
れるまで採決を行わないことを求める意見書を提出する陳情
《提出者：共謀罪NO!諏訪地方100人委員会共同代表　飯田　悦司ほか6人》

議長裁決
不採択

× ○ ○ ○ × ○ ○ × × ×

発議第3号
「テロ等組織犯罪準備罪」の慎重な審議を求める意見書案の提出
《提出者：原村議会議員　内田　章子》 可決 × ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○

賛否が分かれた議案等の結果

承認第2号 専決処分の承認（原村税条例の一部を改正する条例）
承認第3号 専決処分の承認（原村国民健康保険税条例の一部を改正する条例）
承認第4号 専決処分の承認（原村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例）
承認第5号 専決処分の承認（28年度一般会計補正予算〈第10号〉）
承認第6号 専決処分の承認（28年度後期高齢者医療特別会計補正予算〈第1号〉）
同意第2号 原村監査委員の選任の同意

（
質
問
）介
護
保
険
法
の
改

正
に
よ
り
、
要
支
援
１
・

２
の
訪
問
介
護
及
び
通
所

介
護
が
村
に
移
行
さ
れ
た

内
容
は
。

「
村
長
」村
で
は
訪
問
型
・

通
所
型
と
も
に
現
行
相
当

と
指
定
基
準
を
緩
和
し
た

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
Ａ
を

実
施
し
て
い
る
。

　現
行
の
通
所
型
サ
ー
ビ

ス
は
社
協
、
ア
イ
リ
ス
、

と
み
さ
と
で
実
施
、
サ
ー

ビ
ス
Ａ
は
社
協
が
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス「
ひ
ば
り
」と

し
て
毎
週
木
曜
に
実
施
し

て
い
る
。

（
質
問
）一
般
の
方
々
の
介

護
予
防
教
室
の
利
用
者
が

増
え
る
手
立
て
は
。

「
村
長
」参
加
者
を
増
や
す

た
め
に
介
護
予
防
教
室
の

内
容
の
見
直
し
と
広
報
の

仕
方
を
工
夫
し
準
備
を
進

め
て
い
く
。

（
質
問
）災
害
に
備
え
指
定

避
難
所
に
食
料
品
を
備
蓄

す
る
考
え
は
な
い
か
。

「
村
長
」食
料
品
の
備
蓄
は

役
場
に
ア
ル
フ
ァ
化
米
を

８
０
０
食
備
蓄
、
今
年
度

２
０
０
食
分
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
。
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、

効
率
を
考
え
当
面
は
役
場

一
カ
所
で
集
中
管
理
を
す

る
。

（
質
問
）地
域
の
防
災
対
策

と
し
て
防
災
講
演
会
を
各

区
に
実
施
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
。

「
村
長
」昨
年
度
、
原
山
自

治
会
に
て
防
災
マ
ッ
プ
作

成
の
た
め
に
懇
談
会
を
実

施
。
柏
木
区
で
は
防
災
組

織
に
つ
い
て
、
八
ッ
手
区

で
は
老
人
ク
ラ
ブ
の
定
例

会
に
て
出
前
講
座
を
実
施

し
て
い
る
。
村
の
防
災
計

画
で
も
水
害
、
雪
害
、
道

路
災
害
等
テ
ー
マ
も
多
岐

に
渡
っ
て
い
る
の
で
地
区

で
必
要
と
す
る
災
害
時
対

応
に
つ
い
て
出
前
講
座
に

て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

 

　正
副
区
長
懇
談
会
等
、

要
望
が
あ
れ
ば
防
災
担
当

が
出
向
い
て
対
応
す
る
。

一
般
の
介
護
予
防
教
室
が

　
　
　
　
増
加
す
る
手
立
て
は

答

　内
容
の
見
直
し
と
広
報
の
工
夫
を

芳 澤 清 人

■ 芳澤清人 議員･･････････7
1. 介護サービスについて
2. 災害時の食料確保について

■ 阿部泰和 議員･･････････9
1. 農業の 6 次産業化について
2. 保育園の職員構成について

■ 永井和人 議員･･････････8
1. 農業後継者対策について
2. 配偶者の確保対策について

■ 松下浩史 議員･････････10
1. 不要食器リサイクル・交換会について
2. 子どもの居場所づくりについて
3. 移住お試しハウスについて
4. 人材バンクの整備について

■ 内田章子 議員･･････････8
1. 子育て支援について
2. 臥竜遺跡前の通学路について
3. 国保の都道府県化について

■ 宮坂早苗 議員･････････10
1. 村民活動支援事業の新設について
2. 村民活動拠点整備について
3. 住民の移動手段について
4. 英語検定助成事業の新設について

■ 鮫島和美 議員･･････････9
1. 樅の木荘について
2. 子ども医療費窓口無料化について
3. 平和について

■ 小池和男 議員･････････11
1. 御山マレットゴルフ場の運営について
2. ふれあいセンターもみの湯の利用料金について
3. 入場料金・利用料金を徴収する施設について

一般
質問

　一般質問とは、議員が村の行財政について、疑問点をただしたり、議員
や村民の意見などを述べることをいいます。
　議会だよりでは、目次には全質問項目を、各議員のページには主な質問
内容を掲載します。詳しい議事録は村のホームページに掲載します。
　今議会では、８人の議員が一般質問を行いました。

着工したストライダーパーク

活
き
が
い
サ
ロ
ン
「
ひ
ば
り
」



（8）

一

般

質

問

表
決
結
果
・
事
務
調
査

議

会

報

告

議

会

構

成

一
般
質
問
・
特
集

就
学
援
助
制
度
・

　入
学
準
備
金
の
事
前
支
給
は

答

　検
討
を
進
め
る
べ
き
問
題

内 田 章 子

（
質
問
）28
年
度
創
設
さ
れ

た
農
家
の
担
い
手
確
保
を

目
的
と
し
た
補
助
事
業
は

極
め
て
的
を
得
た
も
の
と

評
価
さ
れ
た
。
村
で
は
こ

の
事
業
に
力
を
入
れ
、
15

件
分
３
０
０
万
円
を
予
算

計
上
し
た
が
実
績
は
１
件

の
み
で
あ
っ
た
。

　こ
の
予
想
外
の
結
果
と

原
因
は
何
か
。

「
村
長
」農
業
後
継
者
事
業

は
28
年
度
に
創
業
し
た
事

業
で
、
認
定
農
業
者
の
後

継
者
と
し
て
就
農
す
る
方

を
対
象
に
20
万
円
を
交
付

す
る
村
単
の
補
助
事
業
で

あ
る
。

　交
付
要
件
は
村
内
に
住

所
を
有
す
る
45
歳
未
満
の

後
継
者
で
あ
り
、
前
年
度

の
年
間
農
業
従
事
日
数
が

２
０
０
日
以
上
、
か
つ
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
２

５
０
万
円
未
満
に
該
当
す

る
方
が
対
象
で
あ
る
。

　28
年
度
の
予
算
計
上
時

に
は
、
農
協
を
通
じ
て
該

当
者
の
拾
い
出
し
を
行
い

15
名
分
の
予
算
計
上
を
し

た
が
、
実
際
に
申
請
の
あ

っ
た
後
継
者
を
精
査
し
た

と
こ
ろ
、
年
間
の
農
業
従

事
日
数
不
足
、
親
が
認
定

農
業
者
で
な
い
な
ど
の
支

給
条
件
が
ク
リ
ア
で
き
な

い
複
数
の
申
請
者
が
判
明

し
た
。

（
質
問
）29
年
度
は
ど
の
よ

う
な
方
針
で
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

「
村
長
」29
年
度
は
諏
訪
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や

農
協
と
連
携
し
、
後
継
者

の
把
握
に
努
め
た
い
。
現

在
、
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
て
い
る
。

（
質
問
）村
は
、
こ
れ
ま
で

結
婚
活
動
推
進
事
業
を
実

施
し
て
き
た
が
、
村
内
在

住
者
の
応
募
が
極
め
て
少

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
事

業
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
が
進
捗
状
況
は
。

「
村
長
」今
ま
で
は
心
配
ご

と
相
談
の
方
と
、
民
生
児

童
委
員
の
方
と
い
っ
し
ょ

に
相
談
を
受
け
て
い
た
が
、

29
年
度
は
相
談
員
の
公
募

を
行
い
、
３
人
体
制
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し

た
。
今
ま
で
の
月
１
回
の

相
談
日
だ
け
で
は
な
く
、

他
市
町
村
の
相
談
員
と
の

情
報
連
携
を
行
い
、
ス
ピ

ー
ド
感
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

ー
を
も
っ
て
対
応
し
て
い

る
。

農
業
後
継
者
対
策
は

答

　制
度
を
フ
ル
に
使
い
努
力
す
る

永 井 和 人

（
質
問
）国
は
、
就
学
援
助

の
入
学
準
備
金
制
度
の
拡

充
を
実
施
し
た
。
国
の
補

助
単
価
を
２
倍
と
し
、
支

給
時
期
に
つ
い
て
入
学
前

を
可
能
と
し
た
。
今
回
の

改
正
を
受
け
て
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

「
教
育
長
」対
象
者
は
毎
年

増
加
し
て
い
る
。
状
況
を

見
な
が
ら
前
向
き
に
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。

（
質
問
）中
学
校
に
つ
い
て

事
前
支
給
の
実
態
は
。

「
教
育
長
」要
望
が
あ
れ
ば

認
定
し
て
い
く
こ
と
は
あ

っ
た
が
、
事
前
支
給
は
小

中
と
も
に
し
て
い
な
い
。

（
質
問
）臥
竜
遺
跡
前
の
通

学
路
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
通
り
た
く
な
い
避

け
た
い
道
路
の
よ
う
で
わ

ざ
わ
ざ
車
の
通
行
の
あ
る

北
側
の
道
路
を
使
用
し
て

い
る
。
歩
道
を
つ
く
る
か
、

グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
と
ポ
ー

ル
を
設
置
し
、
通
学
路
の

安
全
確
保
対
策
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

「
村
長
」以
前
に
も
安
全
対

策
の
要
望
が
あ
り
検
討
し

た
が
、
墓
地
や
臥
竜
遺
跡

が
あ
る
こ
と
か
ら
用
地
確

保
が
難
し
く
、
冬
季
は
凍

結
の
危
険
性
も
高
い
こ
と

か
ら
、
現
在
の
南
側
の
道

路
を
整
備
。
教
育
委
員
会

を
経
由
し
て
保
護
者
の
中

で
話
し
合
わ
れ
て
い
る
の

か
調
査
し
た
い
。

（
質
問
）国
民
健
康
保
険
の

都
道
府
県
化
に
つ
い
て
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中

で
国
保
運
営
方
針
を
29
年

11
月
に
策
定
予
定
で
、
29

年
７
月
に
村
へ
の
意
見
聴

取
等
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
が
ど
の
よ
う
な
対
応
予

定
か
。

「
村
長
」担
当
課
に
お
い
て

は
、
当
然
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
的
な
こ
と
は
行
っ
て

い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

県
で
は
、
９
月
以
降
に
国

保
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、

納
付
金
等
の
算
定
方
法
や

国
保
運
営
方
針
等
に
つ
い

て
諮
問
審
議
を
予
定
。
県

か
ら
の
通
知
を
受
け
、
30

年
度
の
納
付
金
に
あ
た
る

保
険
税
率
を
算
出
し
、
村

の
国
保
運
営
協
議
会
に
諮

問
す
る
予
定
。
30
年
３
月

に
条
例
改
正
を
行
う
。

　今
後
の
課
題
は
、
特
定

健
診
の
受
診
率
の
向
上
、

レ
セ
プ
ト
の
分
析
な
ど
を

行
い
、
保
険
事
業
に
取
り

組
み
医
療
費
削
減
に
努
め

る
考
え
。

農
業
の
６
次
産
業
化
の

　
　
　
　
　
　展
望
と
施
策
は

答

　熱
意
の
あ
る
者
の
出
現
を

阿 部 泰 和

（
質
問
）樅
の
木
荘
耐
震
診

断
で「
１
階
部
分
は
倒
壊

又
は
崩
壊
の
危
険
あ
り
」

と
い
う
結
果
が
出
た
。
そ

の
建
物
を
そ
の
ま
ま
指
定

避
難
場
所
と
す
る
の
は
問

題
で
は
な
い
か
。

「
村
長
」樅
の
木
荘
建
て
替

え
の
問
題
も
含
め
て
検
討

す
る
。

（
質
問
）28
年
11
月
に
、
樅

の
木
荘
建
設
計
画
の
根
本

的
見
直
し
の
報
告
が
出
さ

れ
た
。
計
画
の
根
本
的
見

直
し
な
の
で
、
こ
の
時
点

で
説
明
会
な
ど
開
き
そ
の

経
過
を
き
ち
ん
と
住
民
に

報
告
し
、
住
民
の
意
見
を

集
め
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

「
村
長
」計
画
の
ア
ウ
ト
ラ

イ
ン
が
出
た
時
に
住
民
に

説
明
し
、
理
解
を
得
て
計

画
を
進
め
る
。

（
質
問
）県
は
30
年
８
月
の

診
療
分
か
ら
中
学
生
ま
で

の
子
ど
も
医
療
費
窓
口
無

料
化
を
目
標
と
し
て
い
る
。

村
は
そ
の
年
齢
を
高
校
生

ま
で
と
し
、
レ
セ
プ
ト
分

も
含
め
て
完
全
窓
口
無
料

化
を
目
指
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

「
村
長
」こ
の
件
に
つ
い
て

は
白
紙
の
状
態
。
今
後
の

検
討
課
題
で
あ
る
。

（
質
問
）３
月
に
国
連
で
核

兵
器
禁
止
条
約
制
定
の
た

め
の
交
渉
会
議
が
開
か
れ

た
。
核
兵
器
禁
止
と
廃
絶

を
求
め
る
大
き
な
世
界
の

う
ね
り
が
で
き
て
い
る
。

平
和
を
求
め
る
村
の
象
徴

と
し
て
役
場
前
に
も「
非

核
平
和
宣
言
の
村
」の
広

告
塔
を
設
置
し
た
ら
ど
う

か
。

「
村
長
」役
場
前
へ
の
設
置

は
考
え
て
い
な
い
。

（
質
問
）村
と
し
て
も
、「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」活

動
を
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る

宣
伝
、
役
場
ロ
ビ
ー
に
署

名
用
紙
を
置
く
等
の
方
法

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

「
村
長
」私
も
村
長
と
し
て

署
名
を
し
た
が
、
村
と
し

て
推
進
す
る
考
え
は
な
い
。

住
民
各
自
が
意
思
表
示
す

る
こ
と
は
重
要
だ
と
思
う
。

村
と
し
て「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

             

国
際 

署
名
」の
推
進
を

答

　住
民
各
自
の
意
思
で

鮫 島 和 美

（
質
問
）農
業
の
６
次
産
業

化
へ
の
再
挑
戦
、
と
い
う

こ
と
で
今
年
度
加
工
所
整

備
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

高
く
評
価
で
き
る
施
策
だ

が
進
捗
状
況
は
。

「
村
長
」場
所
は
Ｊ
Ａ
信
州

諏
訪
の
旧
柏
木
店
舗
。
１

月
に
組
合
長
宛
て
に
借
用

願
い
を
提
出
し
、
９
月
か

ら
の
借
用
の
内
諾
を
得
て

い
る
。
農
産
物
加
工
特
産

品
会
議
を
開
催
し
、
意
見

交
換
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
全

員
が
加
工
品
・
特
産
品
が

必
要
と
の
結
果
を
得
た
。

具
現
化
に
向
け
て
住
民
の

意
見
を
し
っ
か
り
反
映
さ

せ
て
い
く
。

（
質
問
）デ
ー
タ
上
、
野
菜

は
比
較
的
早
く
製
品
化
が

で
き
る
が
そ
の
後
の
伸
び

が
な
い
、
と
い
う
悩
ま
し

い
結
果
。
一
方
果
実
に
つ

い
て
は
製
品
化
、
黒
字
化

に
は
手
間
取
る
が
一
旦
軌

道
に
乗
る
と
安
定
収
入
に

つ
な
が
る
。
最
近
は
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
栽
培
な
ど
も
定

着
し
つ
つ
あ
る
。
チ
ー
ム

オ
ー
ル
原
と
し
て
考
え
て

い
く
べ
き
。
段
階
的
な
期

間
設
定
も
必
要
だ
と
考
え

る
が
。

「
村
長
」ご
指
摘
の
と
お
り

オ
ー
ル
原
で
取
り
組
む
課

題
。
原
村
産
の
赤
ワ
イ
ン

も
で
き
、
歩
み
が
始
ま
っ

た
と
こ
ろ
。
村
民
の
熱
き

思
い
を
持
っ
た
組
織
か
ら

提
案
し
て
い
た
だ
き
、
い

か
に
売
る
か
を
一
番
に
考

え
て
い
き
た
い
。
販
売
ル

ー
ト
を
含
め
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
っ
か
り
し
て
い
く
。

（
質
問
）今
後
の
予
算
計
上

は
何
年
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

「
村
長
」全
体
で
１
千
５
０

０
万
円
、
６
次
産
業
化
に

携
わ
る
人
た
ち
に
対
し
て

２
分
の
１
補
助
と
い
う
想

定
。
地
方
創
生
交
付
金
の

動
向
も
考
慮
し
て
い
く
。

八ッ手「非核平和宣言の村」の塔

Ｊ
Ａ
旧
柏
木
店
舗

農
産
物
加
工
所
と
し
て

期
待
さ
れ
る
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一

般

質

問

表
決
結
果
・
事
務
調
査

議

会

報

告

議

会

構

成

一
般
質
問
・
特
集

就
学
援
助
制
度
・

　入
学
準
備
金
の
事
前
支
給
は

答

　検
討
を
進
め
る
べ
き
問
題

内 田 章 子

（
質
問
）28
年
度
創
設
さ
れ

た
農
家
の
担
い
手
確
保
を

目
的
と
し
た
補
助
事
業
は

極
め
て
的
を
得
た
も
の
と

評
価
さ
れ
た
。
村
で
は
こ

の
事
業
に
力
を
入
れ
、
15

件
分
３
０
０
万
円
を
予
算

計
上
し
た
が
実
績
は
１
件

の
み
で
あ
っ
た
。

　こ
の
予
想
外
の
結
果
と

原
因
は
何
か
。

「
村
長
」農
業
後
継
者
事
業

は
28
年
度
に
創
業
し
た
事

業
で
、
認
定
農
業
者
の
後

継
者
と
し
て
就
農
す
る
方

を
対
象
に
20
万
円
を
交
付

す
る
村
単
の
補
助
事
業
で

あ
る
。

　交
付
要
件
は
村
内
に
住

所
を
有
す
る
45
歳
未
満
の

後
継
者
で
あ
り
、
前
年
度

の
年
間
農
業
従
事
日
数
が

２
０
０
日
以
上
、
か
つ
前

年
の
合
計
所
得
金
額
が
２

５
０
万
円
未
満
に
該
当
す

る
方
が
対
象
で
あ
る
。

　28
年
度
の
予
算
計
上
時

に
は
、
農
協
を
通
じ
て
該

当
者
の
拾
い
出
し
を
行
い

15
名
分
の
予
算
計
上
を
し

た
が
、
実
際
に
申
請
の
あ

っ
た
後
継
者
を
精
査
し
た

と
こ
ろ
、
年
間
の
農
業
従

事
日
数
不
足
、
親
が
認
定

農
業
者
で
な
い
な
ど
の
支

給
条
件
が
ク
リ
ア
で
き
な

い
複
数
の
申
請
者
が
判
明

し
た
。

（
質
問
）29
年
度
は
ど
の
よ

う
な
方
針
で
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

「
村
長
」29
年
度
は
諏
訪
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
や

農
協
と
連
携
し
、
後
継
者

の
把
握
に
努
め
た
い
。
現

在
、
個
別
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
っ
て
い
る
。

（
質
問
）村
は
、
こ
れ
ま
で

結
婚
活
動
推
進
事
業
を
実

施
し
て
き
た
が
、
村
内
在

住
者
の
応
募
が
極
め
て
少

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
事

業
の
抜
本
的
な
見
直
し
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
が
進
捗
状
況
は
。

「
村
長
」今
ま
で
は
心
配
ご

と
相
談
の
方
と
、
民
生
児

童
委
員
の
方
と
い
っ
し
ょ

に
相
談
を
受
け
て
い
た
が
、

29
年
度
は
相
談
員
の
公
募

を
行
い
、
３
人
体
制
で
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し

た
。
今
ま
で
の
月
１
回
の

相
談
日
だ
け
で
は
な
く
、

他
市
町
村
の
相
談
員
と
の

情
報
連
携
を
行
い
、
ス
ピ

ー
ド
感
と
バ
イ
タ
リ
テ
ィ

ー
を
も
っ
て
対
応
し
て
い

る
。

農
業
後
継
者
対
策
は

答

　制
度
を
フ
ル
に
使
い
努
力
す
る

永 井 和 人

（
質
問
）国
は
、
就
学
援
助

の
入
学
準
備
金
制
度
の
拡

充
を
実
施
し
た
。
国
の
補

助
単
価
を
２
倍
と
し
、
支

給
時
期
に
つ
い
て
入
学
前

を
可
能
と
し
た
。
今
回
の

改
正
を
受
け
て
ど
の
よ
う

に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

「
教
育
長
」対
象
者
は
毎
年

増
加
し
て
い
る
。
状
況
を

見
な
が
ら
前
向
き
に
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。

（
質
問
）中
学
校
に
つ
い
て

事
前
支
給
の
実
態
は
。

「
教
育
長
」要
望
が
あ
れ
ば

認
定
し
て
い
く
こ
と
は
あ

っ
た
が
、
事
前
支
給
は
小

中
と
も
に
し
て
い
な
い
。

（
質
問
）臥
竜
遺
跡
前
の
通

学
路
は
、
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
通
り
た
く
な
い
避

け
た
い
道
路
の
よ
う
で
わ

ざ
わ
ざ
車
の
通
行
の
あ
る

北
側
の
道
路
を
使
用
し
て

い
る
。
歩
道
を
つ
く
る
か
、

グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
と
ポ
ー

ル
を
設
置
し
、
通
学
路
の

安
全
確
保
対
策
を
考
え
て

は
ど
う
か
。

「
村
長
」以
前
に
も
安
全
対

策
の
要
望
が
あ
り
検
討
し

た
が
、
墓
地
や
臥
竜
遺
跡

が
あ
る
こ
と
か
ら
用
地
確

保
が
難
し
く
、
冬
季
は
凍

結
の
危
険
性
も
高
い
こ
と

か
ら
、
現
在
の
南
側
の
道

路
を
整
備
。
教
育
委
員
会

を
経
由
し
て
保
護
者
の
中

で
話
し
合
わ
れ
て
い
る
の

か
調
査
し
た
い
。

（
質
問
）国
民
健
康
保
険
の

都
道
府
県
化
に
つ
い
て
今

後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中

で
国
保
運
営
方
針
を
29
年

11
月
に
策
定
予
定
で
、
29

年
７
月
に
村
へ
の
意
見
聴

取
等
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
が
ど
の
よ
う
な
対
応
予

定
か
。

「
村
長
」担
当
課
に
お
い
て

は
、
当
然
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
的
な
こ
と
は
行
っ
て

い
る
と
判
断
し
て
い
る
。

県
で
は
、
９
月
以
降
に
国

保
運
営
協
議
会
に
お
い
て
、

納
付
金
等
の
算
定
方
法
や

国
保
運
営
方
針
等
に
つ
い

て
諮
問
審
議
を
予
定
。
県

か
ら
の
通
知
を
受
け
、
30

年
度
の
納
付
金
に
あ
た
る

保
険
税
率
を
算
出
し
、
村

の
国
保
運
営
協
議
会
に
諮

問
す
る
予
定
。
30
年
３
月

に
条
例
改
正
を
行
う
。

　今
後
の
課
題
は
、
特
定

健
診
の
受
診
率
の
向
上
、

レ
セ
プ
ト
の
分
析
な
ど
を

行
い
、
保
険
事
業
に
取
り

組
み
医
療
費
削
減
に
努
め

る
考
え
。

農
業
の
６
次
産
業
化
の

　
　
　
　
　
　展
望
と
施
策
は

答

　熱
意
の
あ
る
者
の
出
現
を

阿 部 泰 和

（
質
問
）樅
の
木
荘
耐
震
診

断
で「
１
階
部
分
は
倒
壊

又
は
崩
壊
の
危
険
あ
り
」

と
い
う
結
果
が
出
た
。
そ

の
建
物
を
そ
の
ま
ま
指
定

避
難
場
所
と
す
る
の
は
問

題
で
は
な
い
か
。

「
村
長
」樅
の
木
荘
建
て
替

え
の
問
題
も
含
め
て
検
討

す
る
。

（
質
問
）28
年
11
月
に
、
樅

の
木
荘
建
設
計
画
の
根
本

的
見
直
し
の
報
告
が
出
さ

れ
た
。
計
画
の
根
本
的
見

直
し
な
の
で
、
こ
の
時
点

で
説
明
会
な
ど
開
き
そ
の

経
過
を
き
ち
ん
と
住
民
に

報
告
し
、
住
民
の
意
見
を

集
め
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

「
村
長
」計
画
の
ア
ウ
ト
ラ

イ
ン
が
出
た
時
に
住
民
に

説
明
し
、
理
解
を
得
て
計

画
を
進
め
る
。

（
質
問
）県
は
30
年
８
月
の

診
療
分
か
ら
中
学
生
ま
で

の
子
ど
も
医
療
費
窓
口
無

料
化
を
目
標
と
し
て
い
る
。

村
は
そ
の
年
齢
を
高
校
生

ま
で
と
し
、
レ
セ
プ
ト
分

も
含
め
て
完
全
窓
口
無
料

化
を
目
指
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

「
村
長
」こ
の
件
に
つ
い
て

は
白
紙
の
状
態
。
今
後
の

検
討
課
題
で
あ
る
。

（
質
問
）３
月
に
国
連
で
核

兵
器
禁
止
条
約
制
定
の
た

め
の
交
渉
会
議
が
開
か
れ

た
。
核
兵
器
禁
止
と
廃
絶

を
求
め
る
大
き
な
世
界
の

う
ね
り
が
で
き
て
い
る
。

平
和
を
求
め
る
村
の
象
徴

と
し
て
役
場
前
に
も「
非

核
平
和
宣
言
の
村
」の
広

告
塔
を
設
置
し
た
ら
ど
う

か
。

「
村
長
」役
場
前
へ
の
設
置

は
考
え
て
い
な
い
。

（
質
問
）村
と
し
て
も
、「
ヒ

バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名
」活

動
を
推
進
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る

宣
伝
、
役
場
ロ
ビ
ー
に
署

名
用
紙
を
置
く
等
の
方
法

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

「
村
長
」私
も
村
長
と
し
て

署
名
を
し
た
が
、
村
と
し

て
推
進
す
る
考
え
は
な
い
。

住
民
各
自
が
意
思
表
示
す

る
こ
と
は
重
要
だ
と
思
う
。

村
と
し
て「
ヒ
バ
ク
シ
ャ

             

国
際 

署
名
」の
推
進
を

答

　住
民
各
自
の
意
思
で

鮫 島 和 美

（
質
問
）農
業
の
６
次
産
業

化
へ
の
再
挑
戦
、
と
い
う

こ
と
で
今
年
度
加
工
所
整

備
計
画
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

高
く
評
価
で
き
る
施
策
だ

が
進
捗
状
況
は
。

「
村
長
」場
所
は
Ｊ
Ａ
信
州

諏
訪
の
旧
柏
木
店
舗
。
１

月
に
組
合
長
宛
て
に
借
用

願
い
を
提
出
し
、
９
月
か

ら
の
借
用
の
内
諾
を
得
て

い
る
。
農
産
物
加
工
特
産

品
会
議
を
開
催
し
、
意
見

交
換
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
全

員
が
加
工
品
・
特
産
品
が

必
要
と
の
結
果
を
得
た
。

具
現
化
に
向
け
て
住
民
の

意
見
を
し
っ
か
り
反
映
さ

せ
て
い
く
。

（
質
問
）デ
ー
タ
上
、
野
菜

は
比
較
的
早
く
製
品
化
が

で
き
る
が
そ
の
後
の
伸
び

が
な
い
、
と
い
う
悩
ま
し

い
結
果
。
一
方
果
実
に
つ

い
て
は
製
品
化
、
黒
字
化

に
は
手
間
取
る
が
一
旦
軌

道
に
乗
る
と
安
定
収
入
に

つ
な
が
る
。
最
近
は
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
栽
培
な
ど
も
定

着
し
つ
つ
あ
る
。
チ
ー
ム

オ
ー
ル
原
と
し
て
考
え
て

い
く
べ
き
。
段
階
的
な
期

間
設
定
も
必
要
だ
と
考
え

る
が
。

「
村
長
」ご
指
摘
の
と
お
り

オ
ー
ル
原
で
取
り
組
む
課

題
。
原
村
産
の
赤
ワ
イ
ン

も
で
き
、
歩
み
が
始
ま
っ

た
と
こ
ろ
。
村
民
の
熱
き

思
い
を
持
っ
た
組
織
か
ら

提
案
し
て
い
た
だ
き
、
い

か
に
売
る
か
を
一
番
に
考

え
て
い
き
た
い
。
販
売
ル

ー
ト
を
含
め
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
し
っ
か
り
し
て
い
く
。

（
質
問
）今
後
の
予
算
計
上

は
何
年
を
想
定
し
て
い
る

の
か
。

「
村
長
」全
体
で
１
千
５
０

０
万
円
、
６
次
産
業
化
に

携
わ
る
人
た
ち
に
対
し
て

２
分
の
１
補
助
と
い
う
想

定
。
地
方
創
生
交
付
金
の

動
向
も
考
慮
し
て
い
く
。

八ッ手「非核平和宣言の村」の塔

Ｊ
Ａ
旧
柏
木
店
舗

農
産
物
加
工
所
と
し
て

期
待
さ
れ
る
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一

般

質

問

表
決
結
果
・
事
務
調
査

議

会

報

告

議

会

構

成

一
般
質
問
・
特
集

住
民
活
動
の
支
援
事
業
新
設
を

答

　村
民
提
案
で
事
業
実
施

　
　
　
　で
き
れ
ば
村
に
と
っ
て
有
益

宮 坂 早 苗

（
質
問
）学
校
外
で
の
子
ど

も
の
居
場
所
が
少
な
い
と

い
う
声
を
聞
く
が
、
現
状

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

「
村
長
」学
校
外
で
の
子
ど

も
の
居
場
所
に
つ
い
て
は
、

放
課
後
児
童
対
策
と
し
て
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
学

童
ク
ラ
ブ
や
放
課
後
子
ど

も
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。

他
に
も
図
書
館
や
中
央
公

民
館
の
ロ
ビ
ー
も
中
学
生

を
含
め
た
子
ど
も
た
ち
の

放
課
後
の
居
場
所
と
な
っ

て
い
る
。
高
校
生
を
中
心

と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
活

動
の
活
性
化
や
居
場
所
づ

く
り
に
取
り
組
む
グ
ル
ー

プ
も
29
年
度
立
ち
上
が
り
、

現
在
、
利
用
登
録
団
体
と

し
て
中
央
公
民
館
を
拠
点

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

利
用
状
況
を
見
て
も
、
施

設
に
つ
い
て
は
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
利
用
さ
れ
、

子
育
て
支
援
、
健
全
育
成

ま
た
は
居
場
所
と
し
て
の

機
能
を
果
た
し
、
近
隣
市

町
村
と
比
較
し
て
も
原
村

は
充
実
し
た
環
境
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　一
方
、
子
ど
も
の
安
ら

ぎ
と
育
ち
の
場
と
し
て
家

庭
の
役
割
は
最
も
重
要
で

あ
る
と
の
認
識
で
、
家
庭

が
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番

い
い
場
所
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
位
置
づ
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
質
問
）十
分
整
備
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
か
。

「
村
長
」十
分
と
か
云
々
で

は
な
く
、
充
実
し
た
環
境

に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
居
場
所
は

答

　充
実
し
た
環
境
に
あ
る
と
認
識

松 下 浩 史

（
質
問
）現
在
様
々
な
年
代

の
村
民
が
住
民
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
住
民
活
動
を

支
援
し
、
応
援
す
る
環
境

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

将
来
地
域
に
戻
り
た
い
と

考
え
る
気
持
ち
や
、
地
域

を
大
切
に
美
し
く
保
と
う

と
い
う
気
持
ち
に
つ
な
が

る
。
村
民
が
提
案
し
、
企

画
す
る
村
民
活
動
支
援
事

業
の
新
設
を
考
え
て
は
。

「
村
長
」住
民
に
よ
る
村
づ

く
り
、
支
え
あ
い
、
イ
ベ

ン
ト
等
の
企
画
、
住
民
自

ら
の
提
案
に
よ
る
活
動
に

つ
い
て
は
、
大
い
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
。
村
が
委
託

し
て
行
う
事
業
な
ど
、
村

民
提
案
で
事
業
実
施
で
き

れ
ば
村
に
と
っ
て
も
有
益
。

　若
者
た
ち
の
活
動
組
織

が
立
ち
上
が
っ
て
き
て
い

る
。
将
来
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
べ

き
か
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
。

（
質
問
）今
後
支
え
あ
い
と
、

人
と
人
・
物
・
事
を
つ
な

ぐ
こ
と
は
、
社
会
の
中
で

重
要
な
役
割
と
な
っ
て
く

る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
や
担
当
職
員
の
配

置
を
考
え
て
は
。

「
村
長
」村
で
は
、
窓
口
で

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
も
で
き
て
い
な
い
の
が

現
状
。
理
想
と
し
て
は
実

施
し
た
い
。
現
実
と
し
て

は
難
し
い
。

　職
員
が
横
断
的
な
連
携

を
も
っ
て
調
整
で
き
る
よ

う
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り

た
い
。

（
質
問
）活
動
拠
点
と
し
て

の
村
民
セ
ン
タ
ー
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
考
え
は
。

「
村
長
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
関
係
は
、
社
協

で
も
進
め
て
い
き
た
い
と

い
う
話
は
あ
る
。
今
月
後

半
頃
に
は
方
向
づ
け
が
で

き
る
と
思
う
。

（
質
問
）御
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
運
営
に
つ
い
て
、

料
金
設
定
の
見
直
し
を
考

え
て
は
。

「
教
育
長
」28
年
度
村
外
利

用
者
は
２
２
３
４
人
、
う

ち
観
光
客
と
思
わ
れ
る
３

６
０
人
ほ
ど
。
徴
収
し
た

利
用
料
金
は
36
万
９
４
６

０
円
、
人
件
費
は
46
万
７

２
０
０
円
。

「
村
長
」現
在
使
用
料
は
一

般
２
０
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円
、
村
外
者
２
０

０
円
。

　常
駐
管
理
人
の
仕
事
は
、

料
金
徴
収
だ
け
で
な
く
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
を
快

適
に
使
用
す
る
為
に
施
設

内
の
管
理
も
合
わ
せ
て
い

る
。
料
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
教
育
委
員
会
で
協

議
し
て
い
た
だ
く
。
そ
の

上
で
条
例
改
正
が
必
要
。

「
教
育
長
」さ
ら
に
よ
り
良

い
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
づ

く
り
に
教
育
委
員
会
と
し

て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、
と
思
っ

て
い
る
。
村
民
の
声
を
聞

く
の
が
行
政
、
村
民
の
た

め
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

（
質
問
）ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
も
み
の
湯
の
利
用
料
金

に
つ
い
て
、
観
光
客
の
入

浴
料
金
の
値
上
げ
は
。

「
村
長
」私
が
把
握
し
て
い

る
範
囲
で
は
原
村
が
一
番

低
料
金
。
近
隣
市
町
村
の

状
況
を
参
考
に
、
検
討
も

進
め
る
べ
き
か
な
と
考
え

て
い
る
が
、
今
す
ぐ
に
改

定
は
し
な
い
。

（
質
問
）入
場
料
金
・
利
用

料
金
を
徴
収
す
る
施
設
に

つ
い
て
村
内
の
宿
泊
施
設

を
利
用
し
た
方
に
は
、
料

金
の
割
引
券
を
使
っ
て
入

場
料
金
や
利
用
料
金
を
割

り
引
く
考
え
は
。

「
村
長
」料
金
の
割
り
引
き

は
考
え
て
い
な
い
。

　中
学
３
年
生
61
人
は
、
村

議
会
６
月
定
例
会
の
一
般
質

問
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　本
校
は
本
年
度
よ
り
、
原

村
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
活
動

「
原
村
学
」に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
回
の
村
議
会
の
傍

聴
は
生
徒
に
と
っ
て
原
村
学

と
の
つ
な
が
り
の
上
で
よ
い

経
験
で
あ
り
、
議
場
で
の
緊

迫
感
の
あ
る
議
員
と
理
事
者

の
や
り
取
り
や
議
事
進
行
を

見
学
で
き
ま
し
た
。

　一
般
質
問
で
は
、
自
分
達

に
関
係
し
た
内
容
の
村
の
子

ど
も
の
居
場
所
作
り
に
関
す

る
議
論
も
あ
り
、
興
味
を
持

っ
て
聞
き
、「
村
議
会
が
身
近

な
も
の
だ
と
わ
か
っ
た
」と

感
想
を
持
っ
た
生
徒
も
い
ま

し
た
。

　お
陰
様
で
生
徒
達
は
、
自

分
と
原
村
の
未
来
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
自
分
が
将
来
原
村
で

生
活
す
る
と
き
、
ど
う
あ
っ

た
ら
よ
い
か
を
考
え
始
め
ま

し
た
。
今
後
、
社
会
科
公
民

的
分
野
の「
地
方
自
治
と
住

民
の
権
利
」を
学
習
し
て
さ

ら
に
考
え
を
深
め
、
実
際
の

議
場
を
使
っ
て
行
わ
れ
る
、

11
月
の
中
学
生
議
会
に
向
か

っ
て
い
き
ま
す
。
中
学
生
議

会
で
は
、
原
村
の
こ
と
を
思

い
、
よ
り
良
い
質
問
が
で
き

る
よ
う
、
準
備
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の

　
　
料
金
見
直
し
の
考
え
は

答

　条
例
改
正
が
必
要

小 池 和 男

中学生が議会傍聴にきました

村
議
会
が
少
し
身
近
に

原
中
学
校

大
口
征
美 

先
生

原中学校 3年生が一般質問の傍聴にきました。学校として初の試みを終え、
担当の先生にお話を伺いました。

特集

原っ子の森を舞台に冒険遊び場（プレイパーク）
が年に数回開催されている。ボランティアの見
守りのなか、子どもたちは木登り、工作、たき
火など、それぞれがやりたい活動をしている。

御
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
棟

　
「
あ
り
ん
こ
」
は
多
様
な
世
代

が
交
流
で
き
る
場
づ
く
り
を
し

て
い
き
ま
す
。

女
団
連
有
志
に
よ
る
支
え
あ
い

活
動
「
あ
り
ん
こ
」
の
様
子
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一
般
質
問
・
特
集

一

般

質

問

表
決
結
果
・
事
務
調
査

議

会

報

告

議

会

構

成

住
民
活
動
の
支
援
事
業
新
設
を

答

　村
民
提
案
で
事
業
実
施

　
　
　
　で
き
れ
ば
村
に
と
っ
て
有
益

宮 坂 早 苗

（
質
問
）学
校
外
で
の
子
ど

も
の
居
場
所
が
少
な
い
と

い
う
声
を
聞
く
が
、
現
状

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

「
村
長
」学
校
外
で
の
子
ど

も
の
居
場
所
に
つ
い
て
は
、

放
課
後
児
童
対
策
と
し
て
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
学

童
ク
ラ
ブ
や
放
課
後
子
ど

も
教
室
を
開
催
し
て
い
る
。

他
に
も
図
書
館
や
中
央
公

民
館
の
ロ
ビ
ー
も
中
学
生

を
含
め
た
子
ど
も
た
ち
の

放
課
後
の
居
場
所
と
な
っ

て
い
る
。
高
校
生
を
中
心

と
し
た
子
ど
も
た
ち
の
活

動
の
活
性
化
や
居
場
所
づ

く
り
に
取
り
組
む
グ
ル
ー

プ
も
29
年
度
立
ち
上
が
り
、

現
在
、
利
用
登
録
団
体
と

し
て
中
央
公
民
館
を
拠
点

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

利
用
状
況
を
見
て
も
、
施

設
に
つ
い
て
は
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
利
用
さ
れ
、

子
育
て
支
援
、
健
全
育
成

ま
た
は
居
場
所
と
し
て
の

機
能
を
果
た
し
、
近
隣
市

町
村
と
比
較
し
て
も
原
村

は
充
実
し
た
環
境
に
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　一
方
、
子
ど
も
の
安
ら

ぎ
と
育
ち
の
場
と
し
て
家

庭
の
役
割
は
最
も
重
要
で

あ
る
と
の
認
識
で
、
家
庭

が
子
ど
も
に
と
っ
て
一
番

い
い
場
所
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
位
置
づ
け
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

（
質
問
）十
分
整
備
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
か
。

「
村
長
」十
分
と
か
云
々
で

は
な
く
、
充
実
し
た
環
境

に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

子
ど
も
の
居
場
所
は

答

　充
実
し
た
環
境
に
あ
る
と
認
識

松 下 浩 史

（
質
問
）現
在
様
々
な
年
代

の
村
民
が
住
民
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
住
民
活
動
を

支
援
し
、
応
援
す
る
環
境

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、

将
来
地
域
に
戻
り
た
い
と

考
え
る
気
持
ち
や
、
地
域

を
大
切
に
美
し
く
保
と
う

と
い
う
気
持
ち
に
つ
な
が

る
。
村
民
が
提
案
し
、
企

画
す
る
村
民
活
動
支
援
事

業
の
新
設
を
考
え
て
は
。

「
村
長
」住
民
に
よ
る
村
づ

く
り
、
支
え
あ
い
、
イ
ベ

ン
ト
等
の
企
画
、
住
民
自

ら
の
提
案
に
よ
る
活
動
に

つ
い
て
は
、
大
い
に
期
待

す
る
と
こ
ろ
。
村
が
委
託

し
て
行
う
事
業
な
ど
、
村

民
提
案
で
事
業
実
施
で
き

れ
ば
村
に
と
っ
て
も
有
益
。

　若
者
た
ち
の
活
動
組
織

が
立
ち
上
が
っ
て
き
て
い

る
。
将
来
に
向
け
て
ど
の

よ
う
に
展
開
し
て
い
く
べ

き
か
検
討
す
べ
き
と
考
え

る
。

（
質
問
）今
後
支
え
あ
い
と
、

人
と
人
・
物
・
事
を
つ
な

ぐ
こ
と
は
、
社
会
の
中
で

重
要
な
役
割
と
な
っ
て
く

る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
や
担
当
職
員
の
配

置
を
考
え
て
は
。

「
村
長
」村
で
は
、
窓
口
で

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
も
で
き
て
い
な
い
の
が

現
状
。
理
想
と
し
て
は
実

施
し
た
い
。
現
実
と
し
て

は
難
し
い
。

　職
員
が
横
断
的
な
連
携

を
も
っ
て
調
整
で
き
る
よ

う
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り

た
い
。

（
質
問
）活
動
拠
点
と
し
て

の
村
民
セ
ン
タ
ー
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
考
え
は
。

「
村
長
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
の
関
係
は
、
社
協

で
も
進
め
て
い
き
た
い
と

い
う
話
は
あ
る
。
今
月
後

半
頃
に
は
方
向
づ
け
が
で

き
る
と
思
う
。

（
質
問
）御
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
運
営
に
つ
い
て
、

料
金
設
定
の
見
直
し
を
考

え
て
は
。

「
教
育
長
」28
年
度
村
外
利

用
者
は
２
２
３
４
人
、
う

ち
観
光
客
と
思
わ
れ
る
３

６
０
人
ほ
ど
。
徴
収
し
た

利
用
料
金
は
36
万
９
４
６

０
円
、
人
件
費
は
46
万
７

２
０
０
円
。

「
村
長
」現
在
使
用
料
は
一

般
２
０
０
円
、
小
中
学
生

１
０
０
円
、
村
外
者
２
０

０
円
。

　常
駐
管
理
人
の
仕
事
は
、

料
金
徴
収
だ
け
で
な
く
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
を
快

適
に
使
用
す
る
為
に
施
設

内
の
管
理
も
合
わ
せ
て
い

る
。
料
金
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
教
育
委
員
会
で
協

議
し
て
い
た
だ
く
。
そ
の

上
で
条
例
改
正
が
必
要
。

「
教
育
長
」さ
ら
に
よ
り
良

い
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
づ

く
り
に
教
育
委
員
会
と
し

て
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
か
な
け
れ
ば
、
と
思
っ

て
い
る
。
村
民
の
声
を
聞

く
の
が
行
政
、
村
民
の
た

め
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

に
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

（
質
問
）ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
も
み
の
湯
の
利
用
料
金

に
つ
い
て
、
観
光
客
の
入

浴
料
金
の
値
上
げ
は
。

「
村
長
」私
が
把
握
し
て
い

る
範
囲
で
は
原
村
が
一
番

低
料
金
。
近
隣
市
町
村
の

状
況
を
参
考
に
、
検
討
も

進
め
る
べ
き
か
な
と
考
え

て
い
る
が
、
今
す
ぐ
に
改

定
は
し
な
い
。

（
質
問
）入
場
料
金
・
利
用

料
金
を
徴
収
す
る
施
設
に

つ
い
て
村
内
の
宿
泊
施
設

を
利
用
し
た
方
に
は
、
料

金
の
割
引
券
を
使
っ
て
入

場
料
金
や
利
用
料
金
を
割

り
引
く
考
え
は
。

「
村
長
」料
金
の
割
り
引
き

は
考
え
て
い
な
い
。

　中
学
３
年
生
61
人
は
、
村

議
会
６
月
定
例
会
の
一
般
質

問
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　本
校
は
本
年
度
よ
り
、
原

村
に
つ
い
て
深
く
学
ぶ
活
動

「
原
村
学
」に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
回
の
村
議
会
の
傍

聴
は
生
徒
に
と
っ
て
原
村
学

と
の
つ
な
が
り
の
上
で
よ
い

経
験
で
あ
り
、
議
場
で
の
緊

迫
感
の
あ
る
議
員
と
理
事
者

の
や
り
取
り
や
議
事
進
行
を

見
学
で
き
ま
し
た
。

　一
般
質
問
で
は
、
自
分
達

に
関
係
し
た
内
容
の
村
の
子

ど
も
の
居
場
所
作
り
に
関
す

る
議
論
も
あ
り
、
興
味
を
持

っ
て
聞
き
、「
村
議
会
が
身
近

な
も
の
だ
と
わ
か
っ
た
」と

感
想
を
持
っ
た
生
徒
も
い
ま

し
た
。

　お
陰
様
で
生
徒
達
は
、
自

分
と
原
村
の
未
来
を
イ
メ
ー

ジ
し
、
自
分
が
将
来
原
村
で

生
活
す
る
と
き
、
ど
う
あ
っ

た
ら
よ
い
か
を
考
え
始
め
ま

し
た
。
今
後
、
社
会
科
公
民

的
分
野
の「
地
方
自
治
と
住

民
の
権
利
」を
学
習
し
て
さ

ら
に
考
え
を
深
め
、
実
際
の

議
場
を
使
っ
て
行
わ
れ
る
、

11
月
の
中
学
生
議
会
に
向
か

っ
て
い
き
ま
す
。
中
学
生
議

会
で
は
、
原
村
の
こ
と
を
思

い
、
よ
り
良
い
質
問
が
で
き

る
よ
う
、
準
備
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の

　
　
料
金
見
直
し
の
考
え
は

答

　条
例
改
正
が
必
要

小 池 和 男

中学生が議会傍聴にきました

村
議
会
が
少
し
身
近
に

原
中
学
校

大
口
征
美 

先
生

原中学校 3年生が一般質問の傍聴にきました。学校として初の試みを終え、
担当の先生にお話を伺いました。

特集

原っ子の森を舞台に冒険遊び場（プレイパーク）
が年に数回開催されている。ボランティアの見
守りのなか、子どもたちは木登り、工作、たき
火など、それぞれがやりたい活動をしている。

御
山
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
棟

　
「
あ
り
ん
こ
」
は
多
様
な
世
代

が
交
流
で
き
る
場
づ
く
り
を
し

て
い
き
ま
す
。

女
団
連
有
志
に
よ
る
支
え
あ
い

活
動
「
あ
り
ん
こ
」
の
様
子



　私が議会をきいて、一番印象に残った質問

は、「子どもの居場所づくりについて」です。

「子どもが自由に遊べる場所はあるのか？」

という話題のとき、私は、確かに自分達が遊

べる場所がないな、と思いました。図書館で

は静かにしないといけないし、そもそもどの

場所でも、そこにいられる時間が短いので、

結局遊ぶ場所がないということになります。

　私達子どもが求めるのは、思いきりはしゃ

げる場所。遅くまでいられる場所。遊ぶ道具

がたくさんある場所です。

　そのような場所がなければ、子ども達は窮

屈な環境で、我慢して生活しなくてはなりま

せん。私達は居場所を必要としています。

　議会でやっていることを、もっとたくさん

の人に知ってもらいたいです。

山根結愛さん（３年１組）

編
集
後
記

声

議会の傍聴にお出かけください
次回の定例会は

９時開会予定です
役場 2 階総務課前で受付後、傍聴席にお越しください

お問い合わせは、議会事務局に（0266-79-7951）

居
場
所
が
な
い
！

　私は議会の様子を見てみて、村長さんなど

が自分達村民のためにしっかり考えてくれて

いるんだと思いました。私が一番印象に残っ

たのが「子どもの居場所について」で小・中

学生の居場所が少ないというものでした。確

かに居場所が少ないと思うし、増やしてほし

いとも思います。小・中学生の居場所が増え

れば、地域との交流も増え、今よりもっと原

村を好きになると思います。そしたら、原村

を出ていっても、また戻ってきたいと思い、

原村に住もうと思うはずです。このことを、

村長さんや議長さんなどの方々に伝えて、小・

中学生の気持ちを知ってほしいです。

　議会はむずかしい感じで仕組みがよくわか

りませんでした。なのでくわしく知っていき

たいです。

小林由依さん（３年１組）

議
会
を

見
学
し
て
み
て

　５
月
か
ら
委
員
会
構
成

が
変
わ
り
、
議
会
広
報
・

広
聴
特
別
委
員
会
も
メ
ン

バ
ー
を
新
た
に
し
て
ス
タ

ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　前
回
か
ら
引
き
続
き
議

会
だ
よ
り
の
編
集
に
携
わ

る
者
と
し
て
の
想
い
は
、

「
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け

る
議
会
だ
よ
り
」
づ
く
り

で
す
。

　村
政
、
議
会
の
様
子
に
、

よ
り
関
心
を
も
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
分
か
り
や

す
く
、
読
み
や
す
い
紙
面

づ
く
り
を
委
員
会
一
丸
と

な
っ
て
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
松
下
記
）
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鮫島　和美
阿部　泰和
芳澤　清人

９月１日（金）

議会を傍聴して
初めて議会を傍聴した 2人の原中学校 3年生の声をお届けします。

お聞かせください

 議会活動に反映していきます。

皆様の声を

議会は、住民の皆様の声を


